
「haru*hana」
（東京ニュース通信社）の裏表紙

UNICEFのTwitterより

第３回
「時代を彩る韓国ドラマの変遷
ー『冬のソナタ』から『愛の不時着』まで」

講師：高橋 尚子 さん（ライター・編集者）
はじめに
　2020年、『愛の不時着』『梨泰院クラス』の大ヒットにより、
再び注目を集めた韓ドラ＊1。コンテンツ自体の魅力にハマる人
が多かったことは周知のとおり。だが、日本における韓流ブーム
の流れと、韓国現地の流れは大きく違っている。今回は、現地で
の流行と変遷に焦点を当て、「今」を作った布石を追ってみた。
＊1韓ドラ：韓国ドラマの略称。

１．【1990年代】韓ドラ黎明期
　ソウルオリンピック開催（1988年）を機にテレビメディアが
活性化し、今の韓ドラの土台が作られた時代。例えば、幼なじ
み男女のロマンスを描いた92年の『嫉妬』（トレンディドラマの
走り。韓ドラ初の海外輸出作）、95年の『砂時計』（社会派ドラ
マの金字塔）、96年の『男女6人恋物語』（シチュエーションコ
メディ（シットコム）の先駆け、シットコム＝若手スターの登竜
門に）、97年の『星に願いを』（元祖・韓流ブームの立役者）が
代表的。『星に～』の主演俳優アン・ジェウクの紹介の際に、中
国メディアが“韓流（韓国の風を意味）”という言葉を使い、流行
になった。

２．【2000年代前半】第一次韓流ブーム到来
■日本での盛り上がり：
　02年、FIFAワールドカップサッカー日韓共同開催、合作ドラ
マ『フレンズ』（MBC／TBS）が制作・放送。03年、NHKBSで
『冬のソナタ』日本初放送（第一次韓流ブーム）。
■韓国での潮流：
　02年、『ロマンス』（年下男子ブームの先駆け）、03年、『屋根
部屋のネコ』（同棲ロマンスの成功）、『チェオクの剣』（フュー
ジョン時代劇の幕開け）、05年『私の名前はキム・サムスン』（ヒ
ロイン像の変化）。
　儒教思想が社会の根底にあり、年上の女性との恋愛はご法
度だった韓国社会が変化し始めた頃。『～サムスン』の大ヒット
により、それまでの“耐え忍び系”ヒロインから、本音を語り自分
らしく生きる自立型ヒロインへと移行。

３．【2000年代後半】マンガ・ネット小説のドラマ化の加速、
アイドルなど新人起用の変化

　06年、『宮～Love in Palace』（マンガ原作、演技ドル＊2、モ
デル出身俳優の起用）、08年、『イルジメ［一枝梅］』（時代劇の
新ヒーロー像）、09年、『美男〈イケメン〉ですね』（アイドルブー
ム到来）。特に、イ・ジュンギ主演の『イルジメ』は、“主人公は歴
史上の偉人”が定番だった時代劇において、名もなき庶民の英
雄が主人公、しかも20代の俳優が主演を務め、時代劇の新基
軸を作り、視聴者層を広げた。
＊2演技ドル：演技するアイドル、即ち俳優兼アイドルのこと。

４．【2010年代前半】ケーブルTV・制作会社の台頭、
ファンタジーの流行、ジャンルミックスドラマの時代へ

　テーマや手法が多様化していく2010年代。その背景には、
地上波より自由のきくケーブルTVの台頭がある。
　例えば、10年の『シークレット・ガーデン』（ファンタジーロマ
ンスの走り）、『トキメキ☆成均館スキャンダル』（青春時代劇×
ラブコメの先駆け）、13年の『君の声が聞こえる』（ロマンス×サ
スペンス×法廷劇、ジャンルミックスドラマ時代へ）、12年の『応
答せよ1997』（ケーブルTVの台頭）、14年の『ミセン－未生
－』（ケーブルTVの台頭、職場ドラマの成功）など。これらのヒッ
トが、今現在の韓ドラの流れを作っていく。

５．【2010年代後半】事前制作への移行、
男女平等～強い女性時代、ジャンル多様化が加速

　制作会社の参入により事前制作が増加。その後、半事前制
作が一般的に。また、ヒロイン像は社会的に自立し、男性にも物
申す強い女性が主流に。ジャンルも、恋愛要素なしのサスペン
スや職業ドラマへと幅が広がった。
　16年の『シグナル』（本格サスペンスの成功）、『太陽の末裔 
Love Under The Sun』（完全事前制作、男女平等ドラマの走
り）、17年の『魔女の法廷』（ジャンルドラマの確立、強いヒロイ
ンの台頭）、19年『椿の花咲く頃』（ヒロイン像の変化）など。

６．【2020年】ウェブドラマの跳躍、世界配信時代へ
　『愛の不時着』『梨泰院クラス』のヒットは、Netflix配信だっ
たことが大きな要因。この２本の成功により、世界ほぼ同時配
信の流れが加速。一方で、kakaoTVオリジナルドラマの『都会
の男女の恋愛法』（世界配信はNetfilx）のように、ウェブドラマ
も増加。スマホ視聴を前提にしているため、各話の時間が10～
20分、話数も短い構成に。韓ドラ＝１話あたりの時間が長い、
という定型が大きく変わっていく過渡期にある。

さいごに
　時代時代でヒットした作品を追っていくと、世相が見え、韓
国ドラマの進化の過程が
よくわかる。主人公・ヒロイ
ン像の変化、扱うテーマ・
手法の変化、そういった流
れを知ってドラマを観る
と、より深い驚きや感動に
出会えると思う。

韓流をメインとした雑誌や書籍の編集・執筆に携わる傍
ら、俳優へのインタビューや、写真集、公式ガイドブック
なども手がける。TVやイベントでコメンテーターも務め
ている。

第４回
「BTSについての一考察
～なぜ世界を夢中にさせるのか～」

講師：桑畑 優香 さん（ライター・翻訳家）

１．記録を生むBTS現象
　「Dy-na-na-na, na-na, na-na, ayy♪」
　レトロなディスコポップに乗せたBTSの「Dynamite」。リリー
スから半年以上が過ぎても毎日のように耳にするこの曲は、日
本の小学生やお父さん世代まで、幅広い層の心をとらえている。
　「Dynamite」は、韓国のアーティストとして初めてビルボー
ドHot100で１位、第63回グラミー賞では最優秀ポップ・パ
フォーマンス賞（グループ／デュオ）にノミネート。もはや「BTS
現象」とも呼ばれる彼らは、なぜ世界を夢中にさせるのか。理由
をひも解くヒントのひとつが、リアルなストーリーを織り込んだ
音楽だ。

２．グループの成長と重なる音楽
　2013年にデビューしたBTSは、中小芸能事務所のBig Hit
エンターテインメント（2021年３月にHYBEに社名を変更）所
属で全員が地方出身という、大手事務所が席巻する韓国芸能
界では異色の布陣。日本デビュー直前に韓流エンタメ雑誌
「haru*hana」（東京ニュース通信社）の裏表紙（！）を飾った時
は、やんちゃな少年風だった。詰め込み式教育にたいする反抗
などを歌う彼らのコンセプトは「ヒップホップアイドル」。だが、
既存のヒップホップ界から強い反発を受けてしまう。2015年
から始まるアルバムシリーズ『青春三部作』では一転し、メロ
ディアスなボーカルとともに、青春時代の悩みや競争社会に焦
点を当て、大衆によりアピールするように。さらに『LOVE 
YOURSELF』シリーズ(2017－2018)では、「自分を愛するこ
と」というメッセージを前面に打ち出す。それはまるで、逡巡して
きた自らの歩みにたいする答えのようにも見えた。2018年9
月、国連総会でリーダーのＲＭが「LOVE MYSELF」を呼びか
けたスピーチは、まさにBTSの曲の世界観と彼ら自身の成長物
語が重なった瞬間といえるだろう。

３．世界中のファンに与えた「衝撃」
　BTSを世界の表舞台に押し上げたもうひとつの要素は熱烈
なファン、ARMYの存在だ。世界のARMYに取材すべく、2020
年１月、ロンドンで開催されたBTS学会を訪れた。アメリカから
の参加者は「欧米のスーパースターと違い、弱さをさらけ出す
人間らしさが魅力的」と言い、メキシコからきた大学生は「髭が
なく美しい男性像に衝撃を受けた」と明かす。南米や東欧では、
日本のアニメやマンガファンがYouTubeの「おすすめ動画」で
K-POPを偶然目にして、パワフルなダンスや音楽に惹かれてい
くパターンも多い（ハンガリーのK-POPファンの76.3%は日本
のカルチャーのファンというデータも）という証言もあった。

４．国境を越えて届くメッセージ
　もうひとつ、世界のARMYの事例として紹介したいのが、サ
ウジアラビアだ。2019年10月にBTSが公演を行ったキング・
ファハド国際スタジアムは、２年前まで宗教的な慣習によって女
子禁制となっていた。その場所で海外アーティストとして初の単
独公演を行ったBTS。宗教も文化も異なる国の人がなぜファン
になるのか。コンサートに参加した複数の人が口をそろえたの
は「つらい時期に彼らの歌詞に救われた」ということだった。
　21歳のサウジアラビアのファンがSNSで偶然BTSを知り、
心奪われたのは2013年のことだった。BTSが韓国でデビュー
した年、日本で雑誌の裏表紙を飾る以前に、はるか遠い国の
ティーンエイジャーの心に、彼らのメッセージが届いていたとい
うわけだ。

５．おわりに
　BTSはデビューアルバム「２ COOL 4 SKOOL」の最初の曲
で、こう歌う。「10代20代を代表し、気ままに僕らの話をしよ
う」。競争社会にたいする疑問やソフトな男性像、「自分を愛そ
う」というメッセージ。BTSはトレンドの音楽にのせて時代の最
前線を体現することで、今を生きる人たちに共通する悩みや社
会問題を可視化させる。拳を振り上げるわけでもなく、同調を
呼びかけるわけでもなく、謙虚に、自然体で。そんな姿に人々は
気づきを得て、強く共感するのだろう。

高橋 尚子
（たかはし なおこ）PROFILE　

早稲田大学第一文学部卒業。延世大学語学堂・ソウ
ル大学政治学科で学ぶ。
「ニュースステーション」ディレクターを経てフリーに。
ドラマ・映画のレビューやK-POPアーティストへのイ
ンタビューを中心に寄稿・翻訳を手掛ける。訳書に
『BTSを読む』（柏書房）『BTSとARMY わたしたち
は連帯する』（イースト・プレス）などがある。

桑畑 優香
（くわはた ゆか）PROFILE　
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日韓文化交流基金オンライン講演会 
Aspects of Korean Culture and Society 講演要旨（第３回及び第４回）
前号に続いて、４回シリーズの講演会の第３回と第４回の要旨を掲載します。
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